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要旨：本研究では、現在までの基礎研究の結果に基づいて作成した「講義理解の Can-do 

Statements」から特に理解促進に関わると考えられる６つのストラテジーを抽出し「講義

理解能力育成のための Web ベース教材」を制作した。自己評価の後で調査対象者 43 名に

８回にわたって視聴させ、回収したノート記述数に差があるか t 検定を行った結果、学習

者のノート記述数が増加したと解釈できた（t (43) =3.138, p <.01）。２回目の理解テスト後

の振り返りでは、「ノートのメモの配置」等の項目で 7 割以上が初回よりも改善されたと

記述していた。開発した Web 教材によるストラテジー・トレーニングを経て、ノート等

の講義理解のストラテジーに対する意識化があったことが示唆された。 
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1. はじめに 

 大学や大学院などの高等教育機関における講義を効果的に聴き取る能力やストラテジー

は、外国人留学生の増加に伴い、アカデミック・リテラシーの一つとして今後の教育およ

び研究の中心課題となると予想され、教育の現場ではその能力をいかに育成できるかが喫

緊の課題となっている。実際に講義を理解するためには聴解だけでなく、ノートを取り、

資料を読み、教師からの質問に回答するという４技能が必要となり、その点で講義理解は

複雑なマルチタスクであるといえる。しかしながら、講義理解に関する先行研究では、上

級の聴解能力やノートテイキング、メタ言語、非言語、社会的ストラテジーの各研究領域

における報告があるものの、その研究結果をもとにした講義理解能力の育成に効果的な教

材開発やストラテジー・トレーニングについては未だ発展の途上にあるといえる。 

 

2. 講義理解能力育成のための Web ベース教材の開発  

2.1 開発に至るまでの基礎研究  
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本研究では、講義理解能力の育成のための教材開発を目的に、まず、講義を理解するた

めには何ができればいいのかという問いを設け、講義理解に有効なストラテジーの項目を

設定することを目標とした。このストラテジーの項目に関する先行研究として、毛利他

（2020）は、Richards（1983） の講義の聴解におけるマイクロスキル、寅丸（2010）の

「講義の談話におけるメタ言語表現の機能分類」を援用して実施した、メタ言語表現がい

かに理解やノートテイキングに関わっているかという研究（毛利他 2016, 2017a, 2017b）、

中井他（2017）の講義理解のための人的ネットワークの形成や学習管理に関する研究結果

をベースに、40 項目の講義理解の Can-do statements を作成している。そして、日本の大

学学部１年次に在籍する外国人留学生 56 名を対象として新学期の最初と最終週にデータ

を収集、分析した結果、メタ言語の聞き取りに関する項目に伸びが見られた一方で、文脈

から予測するストラテジーや内容理解に関わる項目は伸びがマイナスとなっていた。本研

究の結果、言語的要素の聞き取りだけでなく非言語的要素、予測しながらノートを書くと

いうメタ認知的な方略を含めたマルチモーダルな視点によるストラテジー・トレーニング

が有効であると報告している（毛利他 2020）。 

 

2.2 講義理解能力育成のための Web ベース教材 

本研究では、前述の毛利他（2020）の講義理解の Can-do statements を援用し、理解を促

進すると考えられるストラテジーに特化した「講義理解能力育成のための Web ベース教

材」を制作した。そして、講義理解に有効なストラテジーとして「講義のノートの取り

方」「メタ言語の役割とその種類」「既有知識を使った推測と予測」「非言語情報とフィラ

ーによる理解」「社会文化的ストラテジー」に特化し説明する講義動画（Step1:5～10 分）

と、タスク用講義動画（Step2:10 分～20 分）、そして解説動画（Step3:10～20 分）を制作

し、初回と最終回の理解テストを含め、全８回で終了する構成とした（図１参照）。 

 

第１回目理解テスト → 講義理解の Can-do statements の実施 

 

 Step1：講義理解のストラテ 

ジーについての講義 

Step2：タスク用動画の 

視聴→解答 

Step3：タスクの解答確認 

とポイント解説 

第 

１ 

回 

講義「講義のノートの取り方」 

 

タスク用講義 

 

Step2 タスクのポイント解説 
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第 

２ 

回 

 

講義 「メタ言語の役割と 

その種類（１）」 

 

 

 

 

  タスク用講義 

 

 

Step2 タスクのポイント解説 

 

 

第 

３ 

回 

 

講義 「メタ言語の役割と 

その種類（２）」 

 

タスク用講義 

 

 

Step2 タスクのポイント解説 

 

第 

４ 

回 

 

講義 「既有知識を使った 

予測・推測」 

 

タスク用講義 Step2 タスクのポイント解説 

 

第 

５ 

回 

講義 「非言語情報と 

フィラーによる理解」 

 

 

 

 

タスク用講義 

 

 

Step2 タスクのポイント解説 

 

第 

６ 

回 

講義 「講義を聞くための環境

を整える：社会文化的ス

トラテジー」 

 

 

 

 

タスク用講義 

 

 

Step2 タスクのポイント解説 

 

 

第２回目理解テスト → 講義理解の Can-do statements の実施 

 図１：講義理解のストラテジー・トレーニング教材の内容と構成  
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3. 研究の方法 

調査の方法は、まず、日本の５つの大学に所属する大学予備教育課程および大学学部生

の外国人留学生 51 名を対象とし、オンラインにて図１の全８回の授業を実施した。 

 

3.1 学習者のノート記述数 

全８回の授業終了後、ノートを回収し、分析可能な 43 名のノートの分析を行った結

果、講師の発話 100 文字あたりのノート記述文字数の平均は、第１回目が 4.56 文字であ

ったのに対し、最終回が 5.90 であり、第 1 回と最終回の学習者のノート記述数に統計的

に差があるかどうか、t 検定を行ったところ有意差が確認された（t (43) =3.138, p <.01）。

この結果と平均値から見ると、学習者のノート記述数が増加したと解釈できる。 

 

3.2 開発した Web 教材によるコースについての振り返り 

初回と最終回に約 20 分程度の講義ビデオを用いて理解テストを行った後、留学生自身

に初回と最終回の自分のノートを比較させ、コメントを回収した。その結果、「ノートの

メモの配置（36 名）」「トピックを分けて書く（32 名）」「キーワードが書けた（32 名）」

の項目で 7 割以上が初回よりも改善されたと記述していた。また、このビデオで特に印象

に残った箇所についての自由記述では「ノートテイキング」の回が 14 名と最も多く、次

に「メタ言語（7 名）」「非言語やフィラー（７名）」の回が挙げられていた。特に強く印

象に残ったことは何かという問いには自由記述にて以下のようなコメントがあった。 

 

(1) ノートの取り方の講義についてのコメント（一部抜粋） 

留学生のコメントには、順番や重要なポイントを書き取ることについて記述があり、こ

れまで効率よくノートをとることについて意識していなかったことへの言及もあった。 

また一方でこれまでのやり方を見直すきっかけとなったことに言及した学生も複数いた。 

特に印象的な所と言えば、自分はノートの取り方が大きく変わったという所です。

色々な解説ビデオを視聴した上で、講義を聞くという形で調査が行われているので、

色々勉強になりました。なぜ事前にこのような工夫が必要だろう、どうすればノート

を効率よくとれるかということは調査を受ける前には考えたことが少ないので、調査

を受けてからそのようなことを疑問に思い、先生に詳しく説明して下さって自分の足

りない所を沢山見つけたのです（W6） 
印象が特に強いのはノートの取り方についての説明です。私は昔から授業でノートを

とる習慣が全くないため授業内容の細かいところを忘れることも少なくありません。

ノートの取り方を学び、タスクで用いることを通じ著しい改善が見られると思います

（D6） 

自分のノートの取り方を見直すきっかけとなったことだと思います。とても貴重な時

間でした（K1） 
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(2) メタ言語に関する講義についてのコメント（一部抜粋） 

講義で用いられるメタ言語だけではなく、普段のインターラクティブな会話場面におけ

るメタ言語の使用も意識するようになったことにも言及があった。 

 

(3) ８回の講義全体についてのコメント（一部抜粋） 

全８回のコースを受講し終えた後の感想としてのコメントでは、講義の構造への意識

化、予測しながら聴くことや、複数の情報を統合することの重要さ、教員の講義スタイル

や話す意図なども考えることが重要であることに言及するコメントが多く確認された。 

また、今回の Web 教材によって講義理解の方法を理解するだけでなく、個人が実践する

最初と比べるとノートの書き方がはっきり変わっているのが印象に残る。 私が知って

いるテクニックもあれば、知らないテクニックが多くてたくさん学んでいった。特に

トピックを分けることはまだうまく適用していないが、以前よりはできるようになっ

ており、ノートを書くときに構造化する方法を学んだようだ（K2） 
この調査を通して、自分のノートをとる方を再認識して、もっと自分に適応するノー

トをとる方を作るために頑張ります（D3） 

一番印象に残ったことはやはり「メタ言語」に関する知識です。第 4 回のタスクを取

り、メタ言語の知識を得た後、実際に授業中に先生のメタ言語の運用を注意して、ポ

イントは前より理解できるようになります！それに、他の知識も、日本語の授業だけ

ではなく日本人と喋る時相手の話もより理解できます。本当に役立ったと思います

（W1） 

講義のタスクを 8 週間やっていて、このように、講義がどのように仕組まれている

か？が分かったと思います。こういう細かい部分を知れたので、講義がとても聞き取

りやすくなりました。あまり日本語で講義を受けた事ないので、8 週間やって、全体的

に日本語で講義を受けて聞き取ることに慣れて、聞き取るのがだんだん楽になりまし

た。どの部分をノートに書いた方がいい、など色々わかって、良かったです（W3） 

まず、専門的な授業の進め方に詳しくなりました。次の内容を予測する能力が高くな

ったと思います。それから、パワーポイントなどの講義資料と先生が話している内容

をあわせて聞いたり理解したりすることができるようになりました。自分なりのメモ

の取り方（複雑な単語の略称、略称しない方がいい専門用語、メモの配置など）を練

習しながら、前より熟練になって、書ける内容が増えてきました（W5） 

元々会話が上手でない自分だが、講義を聞く練習で先生の教え方に興味を持ってその

話し方や、振る舞いを真似して会話の練習を進めていったのです。二人以上で行われ

る会話は先生の教え方から学ぶとは可笑しいと思われるかもしれないが、自分が講義

の中で自分の伝えたいことをしっかりと学生に伝える仕方から学ぶ必要があると思っ

ております。その上、先生の行為や教え方を理解すれば、講義の内容をちゃんと覚え

て身につけることに役立つので、これからは自分に一番あったノートのとり方を見つ

ける為に模索して練習し、色々な日本語の講義や日本語の面白い解説ビデオを視聴し

て言語の環境に慣れるように努力していきたいと思っております（W6） 
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ことの重要さについても触れる記述が複数あった。 

 

4. まとめ   

以上の調査結果から、本研究グループが開発した Web 教材を使用した講義理解のスト

ラテジー・トレーニングを経て、ノートの空間的な記述の仕方や聴き取り、メタ言語の聞

き取りなど、自分自身の講義理解のストラテジーに対する意識化があったことが示唆され

た。 
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こういう講義理解に実用的な方法は、やっぱり繰り返して練習が必要です。習慣とし

て身につけることができましたら、考えもせずに良いメモが取れて、講義のポイント

をすぐ掴めます（D7） 

ノートの取り方を教えてくださるのはとてもありがたいです。他の講義については頭

では理解しているが実際に行動に移すかどうかだけの個人の問題だけだと思います

（D4） 


